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受水槽

［吸込配管：流込］

＜図－４＞

試験用配管

排水溝
吸込配管

可とう管

配管支え

６０ｃｍ以上

勾配
１

配管支え

１００

吸込配管

[吸込配管：吸上］

＜図－５＞

Ｄ

２
Ｄ
以
上

３
０
ｃ
ｍ
以
上

排水溝

試験用配管

３０ｃｍ以上
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８　電気工事
警　告

電気工事は、「電気設備技術基準」および「内線規程」に従い専門技術者により確実に施

工してください。配線、接続に不備があると、故障・漏電・感電・火災の原因になります。

接地工事は通電前に必ず行ってください。アｰス線を確実に取り付けないで運転すると故障、

漏電・感電・火災の原因になります。また、アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話

のアース線などに接続しないでください。アースが不完全な場合、感電する恐れがあり

ます。

タコ足配線（複数の電気機器を接続）は避け、専用配線にて施工してください。漏電・感

電・火災の原因になります。

配線作業などで取り外した端子箱カバーは必ず元通りに取り付けしてください。感電やけ

がの恐れがあります。

電源プラグ・配線接続部・結線部・端子部などのほこりを除去してください。ほこりの付

着などを放置すると発熱し、火災の原因になります。

電源投入前に配線接続部・結線部が緩んだり外れたりしていないか、確認してください。

一箇所でも緩んだり外れたりしていると、火災・感電の原因になります。

本製品専用に漏電しゃ断器を取り付けてください。漏電・感電・火災の原因になります。

●

●

●

●

●

●

●

注　意
電源ケーブルや制御線を同一管内またはダクト内に併設させないでください。本製品や他

の機器が誤動作する恐れがあります。

インバータ搭載製品には、進相コンデンサは取り付けないでください。破損や異常発熱な

どの原因になります。

インバータ搭載製品にて発電機を使用の際は、適切な発電機を選定してください。制御盤

や発電機が故障・破損する恐れがあります。

●

●

●

＜図－６＞

[吐出し配管］

吐出し配管

試験用配管

可とう管

配管支え

８．１　電源に漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は高調波・サージ対応品（Ｒ２
　　　　～Ｒ４機種：定格感度電流１００ｍＡ、Ｒ５、６機種：定格感度電流２００ｍＡ）を使
　　　　用してください。
　　　　インバータ負荷に対応していない漏電しゃ断器を使用すると、インバータやノイズフィ
　　　　ルターの漏れ電流によりトリップする恐れがあります。
８．２　電源線を制御盤のＲ．Ｓ．Ｔ端子に接続してください。
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＜図－８＞

受水槽２槽式の場合

２組ご用意ください

満水警報を行う場合は、
電極保持器　ＥＨＣ－４Ｎ

満水・減水警報を行う場合は、
電極保持器　ＥＨＣ－５Ｎ

満水警報を行わない場合は、
電極保持器　ＥＨＣ－３Ｎ

電極棒

ナット

電極セパレータ

注　意
９．１　液面制御

　　　液面制御を行うには、＜図－８＞の部品が必要です。

　　　３．３特別付属品を参照して、別途お買い求めください。

　（１）受水槽の水位に応じて電極を組立ててください。レベルセン

　　　　サーの動作は水質の影響により、水位差が数ｃｍ変化します
　　　　ので、ご注意ください。
　（２）工場出荷時にはＥ１１－Ｅ３、Ｅ１５－Ｅ３間に短絡線が取
　　　　り付けてありますので、取り外してください。
　（３）＜図－９＞の制御盤展開接続図を参照して、結線してくださ
　　　　い。

　（４）抵抗内蔵の電極保持器　ＥＨＣ－３またはＥＨＣ－４を使用

　　　　する場合は、内部の抵抗を取り外してください。

　（５）複数の電極保持器を使用する場合は、各々にＥ３用電極を取

　　　　り付けてください。

　（６）受水槽への流入電動弁、流入電磁弁を制御する場合は、別の

　　　　電極を用意し下記端子台へ接続してください。＜図－９＞参照

　　　　Ｎｏ．１受水槽用端子台・・・「Ｅ３１」、「Ｅ３２」

　　　　Ｎｏ．２受水槽用端子台・・・「Ｅ４１」、「Ｅ４２」

　　　　※一槽式で使用する場合は、Ｎｏ．１用の回路を使用してく

　　　　　ださい。

９．２　外部信号：＜図－９＞をご参照ください。

　　　監視盤などと接続するための外部信号用・無電圧出力端子です。

　　　＜図－９＞の制御盤展開接続図を参照して、結線してください。

空運転（ポンプに水のない状態での運転）はしないでくだ
さい。ポンプ内の水が熱湯になり火傷、故障の原因になり
ます。空運転防止のために受水槽の液面制御を行ってくだ
さい。

３

●

９　結線方法
警　告

　　　この給水ユニットは、主要部品（モータ、圧力発信器、流量センサー）の結線は行ってありま
　　すので、必要に応じ下記の結線のみ行ってください。

配線を取り付けたり取り外したりする場合、必ず電源をしゃ断して電気がきていないことを確
認してください。感電する恐れがあります。
電源をしゃ断した後もインバータ内部には電圧が残っています。電源を切った後、１０分以上
経過したのちに、テスタで電圧が残ってないことを確認するまで充電部には触れないでくださ
い。感電やけがをする恐れがあります。

●

●

８．３　制御盤内にアース端子がありますので、２００Ｖ機種はＤ種（第三種）以上、４００Ｖ
　　　　機種はＣ種（特別第三種）以上の接地工事にて、アースを確実に行ってください。仮結
　　　　線時も必ずアースを結線してください。なお、接地工事中は、必ず元の電源を切ってく
　　　　ださい。
８．４　この給水ユニットはインバータを使用しているため、
　　　　進相コンデンサでは力率改善できません。特にインバ
　　　　ータの出力側（モータ側）にコンデンサを挿入します
　　　　と、コンデンサへの大きな充電電流が流れインバータ
　　　　トリップの原因になり、これを繰り返しますと、素子
　　　　破壊となり故障しますので入れないでください。 ＜図－７＞

アース端子
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＜図－９＞
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＜図－９＞　のつづき

（
４
０
０
Ｖ
の
場
合
：
Ｍ
Ｃ
Ｂ
１
０
へ
接
続
）

漏
電
３

Ｎ
ｏ
．６

イ
ン
バ
ー
タ

８

Ｉ
Ｎ
Ｖ
６
へ
接
続

Ｔ
Ｒ
４

９
Ｖ
・
１
６
Ｖ
－
Ｉ
Ｎ

１

へ
接
続

Ｅ
Ｌ
Ｂ
１
０

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
基
板
４

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
へ
接
続

制
御
基
板
３

Ｅ
Ｌ
Ｂ
３

Ｐ
Ｓ
－
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
３

Ｆ
Ｓ
６

電
源
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｌ
６

（
４
０
０
Ｖ
の
場
合
：
Ｍ
Ｃ
Ｂ
１
０
へ
接
続
）

漏
電
３

Ｎ
ｏ
．３

イ
ン
バ
ー
タ

８

Ｉ
Ｎ
Ｖ
３
へ
接
続

Ｔ
Ｒ
２

９
Ｖ
・
１
６
Ｖ
－
Ｉ
Ｎ

１

へ
接
続

Ｅ
Ｌ
Ｂ
１
０

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
基
板
２

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
へ
接
続

制
御
基
板
１

Ｅ
Ｌ
Ｂ
３

Ｐ
Ｓ
－
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
３

Ｆ
Ｓ
３

電
源
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ｎ
ｏ
.
３
流
量
セ
ン
サ
ー

Ａ
Ｌ
３

Ｓ
Ｓ
３
へ
接
続

制
御
基
板
１

Ｐ
Ｓ
－
Ｏ
Ｕ
Ｔ
へ
接
続

制
御
基
板
１

Ｎ
ｏ
.
６
流
量
セ
ン
サ
ー

Ｓ
Ｓ
３
へ
接
続

制
御
基
板
３

Ｐ
Ｓ
－
Ｏ
Ｕ
Ｔ
へ
接
続

制
御
基
板
３



16

No
.６

No
.６

Ｐ
Ｓ
－
Ｉ
Ｎ

制
御
基
板
４

Ｓ
Ｓ
３
へ
接
続

制
御
基
板
４

制
御
基
板
４

手
動

運
転

故
障

停
止

Ｎ
ｏ
．
６自

動

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
へ
接
続

（
２
０
０
Ｖ
の
場
合
の
み
）

４
０
０
Ｖ
の
場
合

へ
接
続Ｔ
Ｒ
３

Ｍ
Ｃ
Ｂ
１
０

No
.４

No
.４

Ｅ
Ｌ
Ｂ
１
０

へ
接
続Ｔ
Ｒ
３

１

Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ

Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ
電
源
出
力

Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン

２

Ｆ
Ａ
Ｎ

手
動漏
電

４
・
５
・
６

運
転

故
障

停
止

Ｎ
ｏ
．
４副
Ｃ
Ｐ
Ｕ

異
常

自
動

手
動

表
示
基
板
２

運
転

故
障

停
止

Ｎ
ｏ
．
５

運
転
出
力
端
子
・
無
電
圧

自
動

No
.５

故
障
出
力
、
受
水
槽
水
位
信
号
出
力
端
子
・
無
電
圧

表
示
基
板
２
へ
接
続

（
２
６
ピ
ン
フ
ラ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
）

表
示
基
板
２

単
独

交
互

並
列

Ｓ
Ｗ
１

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ

１

開 閉

自
動

Ｓ
Ｗ
２

へ
接
続

拡
張
出
力

Ｎ
ｏ
．
１

Ｎ
ｏ
．
２

Ｓ
Ｗ
３７Ｓ
Ｓ
３

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
基
板
３

Ｏ
Ｐ
Ｔ

Ｎ
ｏ
．１１

流
入
電
動
弁
・
開

Ｎ
ｏ
．
２

Ｎ
ｏ
．４

イ
ン
バ
ー
タ

８

Ｉ
Ｎ
Ｖ
１ Ｌ
Ｖ
Ｓ１

Ｐ
Ｓ
－
Ｏ
Ｕ
Ｔ

No
.５

Ｎ
ｏ
．５

イ
ン
バ
ー
タ

制
御
基
板
１

Ｐ
Ｓ
－
Ｉ
Ｎ

へ
接
続

８

Ｉ
Ｎ
Ｖ
２

Ｐ
Ｓ
－
Ｉ
Ｎ

制
御
基
板
１

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
へ
接
続

Ｉ
Ｎ
Ｖ
５
へ
接
続

Ｉ
Ｎ
Ｖ
４
へ
接
続

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
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９．４　制御盤表示パネル操作方法

　（１）インバータ用表示パネル

　　　　通常は、電流が表示されます。

　　　　制御盤扉を開けると、各インバータには＜図－１０＞の操作パネルが設置されています。

　　　　周波数や電圧を表示する場合はＳＥＴ（表示切替キー）を押して表示を変更してください。

＜図－１０＞

デジタル表示部に
電圧を表示します。

デジタル表示部に
電流を表示します。

Hzランプが点灯し、
デジタル表示部に
周波数を表示します。

SET

SET

SET

デジタル表示部

　　を押す

　　を押す

　　を押す

Ｈｚ

Ｈｚ

Ｈｚ

操作パネル部拡大

FR DU08

STOP
RESET

REV

FWDESC

PU
EXT

MODE SET

Hz

PRM

MON

EXT

PU IM

IPM

NET PRUN

デジタル表示部

表示切替えキー

Hz

FWD

REV

IM

IPM

SET

PU

EXT

NET

MON

PRM

P RUN

ESCMODE

STOP
RESET

FR DU08

EXT
PU

操作パネル
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　（２）制御基板用表示パネル

　　・制御基板部の表示パネルにて、＜図－１１＞に記載の各種表示・設定の切り換えができます。

　　・《表示モード》と《設定モード》は「機能」ボタンで切り換えできます。

＜図－１１＞

《設定モード》《表示モード》
機能

_PS1

機能

《表示モード》

H._32

no.1E 1.ErP _60.0

切替 切替

切替 切替

切替 切替

切替 切替

切替 切替

切替切替

切替 切替 切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

切替

_1-1 _200 H._32

_1-2

_1-3

_1-8

_End

or

or

no.2E

or

_2-1

no.3E

or

_3-1

no.4E

or

_4-1

no.5E

or

_5-1

no.6E

or

_6-1

2号機故障来歴（no.1Eと同じ）

3号機故障来歴（no.1Eと同じ）

4号機故障来歴（no.1Eと同じ）

5号機故障来歴（no.1Eと同じ）

6号機故障来歴（no.1Eと同じ）

1号機7回前の故障来歴

1号機2回前の故障来歴

1号機1回前の故障来歴

___U _200 電源電圧（単位：V）

or

基板温度（単位：℃）__35

or

___C

no.1H 123H 456.H
下位3ケタ上位3ケタ

or

or

or

or

1号機積算運転時間（単位：時間）

上位3ケタ 中位3ケタ 下位3ケタ
1号機積算始動回数no.1C 45.6C 789.C1.23C

no.2H 123H

1.23Cno.2C

2号機積算始動時間（no.1Hと同じ）

2号機積算始動回数（no.1Cと同じ）

切替

no.6C 6号機積算始動回数（no.1Cと同じ）1.23C

or 切替

故障要因 故障時電源電圧
（単位：Ⅴ）

故障時運転周波数
（単位：Ｈｚ）

故障時吐出し圧力
（単位：ｍ）

故障時電源電圧
（単位：Ⅴ）

故障時運転周波数
（単位：Ｈｚ）

故障時吐出し圧力
（単位：ｍ）

1号機最新の故障来歴 1秒ごとに自動表示

1秒ごとに自動表示

故障要因

1回前の液面来歴

2回前の液面来歴

7回前の液面来歴

or

_End

_P-8

_P-3

_P-2

H._32_200_P-1

切替

_1.HLPIt.E

切替

----

最新の液面来歴

※　制御盤品番末尾0，1の場合表示されません。

※　制御盤品番末尾2，3の場合表示されません。

手動運転周波数（単位：Hz）

使用しません

使用しません

推定末端揚程（単位：ｍ）

運転揚程（単位：ｍ）

_F_F

h._29

h._31

h._32

h._33

_59.5

_60.0

__P.5

__P.4

__P.2

__P.1

切替

切替

切替

切替

切替

切替

《設定モード》
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警　告

１０　運　　転

配線を取り付けたり取り外したりする場合、必ず電源を遮断して作業を実施してください。

感電する恐れがあります｡

電源を投入後及び通電状態にて制御盤の充電部やモータ端子、ケーブル先端部などに触れ

ないでください。漏電・感電・火災の原因になります｡

モータ、制御盤には水をかけないでください。感電・漏電・火災や故障の原因になります。

停電の場合は電源スイッチを切ってください。復電時に製品及び設備機器の破損や急にポ

ンプが運転してけがをする恐れがあります。

運転中は吸込口に手足などを近づけないでください。吸い込まれてけがをする恐れがあり

ます。

製品を吊上げ状態での使用及び作業は行わないでください。落下及びけがの恐れがありま

す。

濡れた手で電源や操作スイッチなどをさわらないでください。感電やけがをする原因にな

ります。

９．５　流入電動弁・流入電磁弁の結線方法（４００Ｖ機種は、使用できません）
　（１）＜図－９＞のように、受水槽の結線を行ってください。
　　　　なお、一槽式で使用する場合は、Ｎｏ．１用の回路を使用してください。
　（２）ＡＣ２００Ｖ用流入電動弁使用時の結線方法は＜図－１２＞をご参照ください。
　（３）ＡＣ２００Ｖ用流入電磁弁（通電開）使用時の結線方法は＜図－１３＞をご参照ください。通電
　　　　閉の流入電磁弁の場合は、電磁弁を閉－共通間で結線してください。
　（４）流入電動弁回路用リレーの接点容量は、２５０Ｖ－０．８Ａです。
　　　　上記接点容量を超える場合は、一度リレー受けして、ご使用ください。
　（５）制御基板上に流入電動弁の動作選択用切替スイッチがあります。
　　　　現地の状況に合わせて設定してください。
　（６）制御基板上に流入電動弁の開閉選択用切替スイッチがあります。
　　　　通常は「自動」にしてください。液面水位により自動的に開閉します。
　（７）制御基板上に二槽式受水槽の選択用切替スイッチがあります。
　　　　通常は「Ｎｏ．１」にしてください。
　　　　※メンテナンス用で、しゃ断器の設置を推奨します。

短絡線

ＭＶ１

MV
S

MV
１１

MVMV
２２

開

２１１２R
MV
０

～

閉 開 閉

ＭＶ２

＜図－１２＞

共通
短絡線

ＳＶ１

MV
S

MV
１１

MVMV
２２

開

２１１２R
MV
０

閉 開 閉

ＳＶ２

＜図－１３＞

共通 Ｎｏ．２

Ｎｏ．１

自動

閉

開

並列

交互

単独

流入電動弁・受水槽切換スイッチ

＜図－１４＞

単相

ＡＣ２００Ｖ

～

単相

ＡＣ２００Ｖ

※しゃ断器 ※しゃ断器

●

●

●

●

●

●

●
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注　意
飲用水として使用する場合は、保健所の指示に基づき設置時及び定期的に、水質検査を実

施してください。水質が悪化していると、飲用に使用した場合、健康を損なう恐れがあり

ます。

長期間水を使用しなかった場合は、しばらく通水し、きれいな水になってから使用してく

ださい。水質が悪化していると、飲用に使用した場合、健康を損なう恐れがあります。

定格電圧以外では使用しないでください。火災や感電の原因になります。

正規の回転方向であることを確認してください。誤った回転方向で運転すると、振動など

によりインペラナットやボルトがゆるみ、事故の原因になります。

運転中は回転部分に触れたり、開口部に指や異物などを入れないでください。感電、破損、

けがの原因になります。

運転中、停止直後はポンプ、モータ、インバータの冷却フィン、ヒータなどに触れないで

ください。高温になっている場合がありますので、火傷をする恐れがあります。

長期間使用にならない場合は電源を遮断してください。絶縁劣化による漏電・感電・火災

の原因になります｡

空運転、一定時間の締切運転、取扱液中に空気を混入させないでください。ケーシング・

軸受・軸封などが破損したり、揚水不能になる恐れがあります。また、ポンプが過熱し火

傷をする恐れがあります。

制御盤の操作スイッチは正しく設定してください。不動作による設備の二次被害や故障の

恐れがあります。

バルブ類は正規の状態で使用ください。正常に動作できずユニット破損の恐れがあります。

ポンプの周辺、モータ、ケーブル、制御盤、ポンプカバー内にものを置いたりかぶせたり

しないでください。過熱して発火やけがをする恐れがあります。

長期間保管後や休止後の運転再開時には「据付」「運転」の順に従い、試運転を実施して

ください。水質や経年などによっては、異物・発錆及び固着などによるポンプの拘束、モー

タ焼損、落水などによる空運転等の不具合が発生する恐れがあります。

機器の運転は、仕様範囲内で行ってください。仕様範囲外での運転は、機器の故障や事故

の原因になります。

試運転時は、ポンプ・配管内の空気抜きを十分行ってください。ポンプがエアロックを起

こしたり、温度上昇し、故障・事故につながる恐れがあります。

呼び水及び排気をする場合は、本製品に水がかからないようにしてください。漏電・感電

・火災、故障の原因になります。

砂や異物を吸い込ませないでください。始動不能や動作不良の原因になります。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

注　意
呼び水は下記に従って正しく行ってください。呼び水が十分でないとポンプが空運転を行

い、揚水不能や焼付きの原因になります。

呼び水の際には必ず元の電源を切ってください。感電やけがをする恐れがあります。

１０．１　始動する前に

　　（１）配管の確認

　　　　　①ボルト、ナットのゆるみはないかご確認ください。

　　（２）ポンプの呼び水

　　（３）結線の確認

　　　　　①配線が正しく行われているか、端子ビスのゆるみはないか、ご確認ください。

　　　　　②電源をご確認ください。

●

●
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吐出し口、および試験用配管のスルース弁、圧力計のボール弁 　→閉

ユニット吸込口のスルース弁

アキュムレータ、および圧力発信器のボール弁
→開

　（２）設定モードの手動運転周波数「Ｆ＿Ｆ」を２０．０Ｈｚに変更してください。（９．４（２）を参照）

　（３）Ｎｏ．１ポンプの切替スイッチを「手動」にしてください。（１号ポンプが始動）

　　　　ユニットの吐出し揚程が１９５ｍを超える場合は、アキュムレータ保護のため、ポンプの回転数を低

　　　　下させます。※水が出ない場合は手動周波数「Ｆ＿Ｆ」を徐々に上げてください。但し、吐出し揚程

　　　　が設定揚程以上にならないように調整ください。

　（４）ポンプ圧力が上昇したら、試験用配管のスルース弁を徐々に開き、配管から水が勢いよく出るのをご

　　　　確認ください。（数分しても揚水しない場合は、切替スイッチを「停止」にして、再度呼び水を行っ

　　　　てください。）

　（５）完全揚水したら、試験用配管のスルース弁を閉めて切替スイッチを「停止」にしてください。

　（６）他のポンプについても、切替スイッチを「手動」にして同様にご確認ください。

１０．３　自動運転の確認

　（１）切替スイッチを「自動」にしてください。

　（２）試験用配管のスルース弁を徐々に開くと、ポンプ（１台）が始動します。スルース弁をゆっくり開閉

　　　　し、圧力が大きく変動しないことをご確認ください。上記作業を行わないと自動運転が不安定になる

　　　　恐れがあります。

　（３）スルース弁を閉じて、１分間程してポンプが停止することをご確認ください。

　（４）始動、停止を繰り返し、　　作動原理の通りにロータリー切替が行われているか、ご確認ください。

　（５）スルース弁を開き圧力が下がるとポンプ（１台）が始動し、さらにスルース弁を開くとポンプが増台

　　　　運転されることをご確認ください。また、スルース弁を徐々に閉じポンプが減台運転することをご確

　　　　認ください。

４

＜図－１５＞

　　　　①受水槽の水位をご確認ください。

　 ＜流込の場合＞

　　　　②ポンプ吸込口のスルース弁を開いてから、排気

弁を開いてください。

　　　　③インペラ内の空気を抜くためにモータの軸端を

回してください。

　　　　④排気弁より水が連続して出てくるようになった

ら呼び水完了です。

　 ＜吸上の場合＞

　  　　②排気弁を開き、プラグを外して付属の呼水じょ

うごを差込み呼び水をしてください。

　  　　③インペラ内の空気を抜くためにモータの軸端を

回してください。

　　　　④呼び水口より気泡が出なくなったら、呼び水完了です。

　 ＜共通＞

　　　　⑤排気弁を閉じて、プラグ（吸上の場合）を取付けてください。

　（４）電源の確認

　　　　①電源を入れ、制御盤内の漏電しゃ断器を投入後、制御基板上表示パネルを操作し、電源電圧を表示

させ、電圧が仕様内に入っていることを確認してください。＜図－１１＞をご参照ください。

　　　　②回転方向はインバータ運転のため、電源側の相順による逆回転はありません。万一、逆回転するよ

うな場合は、モータとの接続をご確認ください。

１０．２　手動運転の確認

　（１）バルブ類の開閉をご確認ください。

排気弁
プラグ
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１０．５　設定揚程と揚程調整範囲　　　　　　　　＜表－２＞

１０．６　設定揚程、推定末端揚程の調整

Ｑ２＝最大流量

（m）

０ Ｑ１＝停止流量

P１吐

出

し

揚

程

Ｐ３＝始動揚程（Ｐ２－４ｍ）

Ｐ１＝設定揚程

P２

Ｐ２＝推定末端揚程

P３

＜図－１６＞

ユニット特性曲線

　（１）＜図－１１＞をご参照ください。

　　　　①制御盤内の制御基板上表示パネルにより変更できます。

・「機能」ボタンを押して設定モードへ移る。（Ｐ．１、Ｐ．２、Ｆ＿Ｆを表示）

・「△または▽」ボタンを押して「Ｐ．１」を表示。

・「切換」ボタンを押して、「ｈ．＿＿」を表示。

・＿＿の数字を「△または▽」ボタンを押して揚程を調整。

・「切換」ボタンを押して調整終了。「Ｐ．２」を表示。

１０．４　吸上運転時の確認

　　　　フート弁からの漏れがないかご確認ください。

形式運転方式
吸込 ユニット

標準仕様

全揚程
ｍ

吐出し量
ｍ３／ｍｉｎ

設定揚程

調整範囲

ｍ

０.２１（０.４２）

０.２１（０.４２）

０.２６（０.５２）

０.３０（０.６０）

０.４２（０.６３）

０.４２（０.６３）

０.５２（０.７８）

０.６０（０.９０）

０.６３（０.８４）

０.６３（０.８４）

０.７８（１.０４）

０.９０（１.２０）

０.８４（１.０５）

０.８４（１.０５）

１.０４（１.３０）

１.２０（１.５０）

１.０５（１.２６）

１.０５（１.２６）

１.３０（１.５６）

１.５０（１.８０）

ＫＦ２－４０ＨＲ２Ｅ１１

ＫＦ２－４０ＨＲ２Ｅ１５

ＫＦ２－５０ＨＲ２Ｅ１１

ＫＦ２－５０ＨＲ２Ｅ１５

ＫＦ２－４０ＨＲ３Ｅ１１

ＫＦ２－４０ＨＲ３Ｅ１５

ＫＦ２－５０ＨＲ３Ｅ１１

ＫＦ２－５０ＨＲ３Ｅ１５

ＫＦ２－４０ＨＲ４Ｅ１１

ＫＦ２－４０ＨＲ４Ｅ１５

ＫＦ２－５０ＨＲ４Ｅ１１

ＫＦ２－５０ＨＲ４Ｅ１５

ＫＦ２－４０ＨＲ５Ｅ１１

ＫＦ２－４０ＨＲ５Ｅ１５

ＫＦ２－５０ＨＲ５Ｅ１１

ＫＦ２－５０ＨＲ５Ｅ１５

ＫＦ２－４０ＨＲ６Ｅ１１

ＫＦ２－４０ＨＲ６Ｅ１５

ＫＦ２－５０ＨＲ６Ｅ１１

ＫＦ２－５０ＨＲ６Ｅ１５

４０

５０

４０

５０

４０

５０

４０

５０

４０

５０

２台ロータリー

３台ロータリー

４台ロータリー

１４０

１７０

１２０

１４０

１４０

１７０

１２０

１４０

１４０

１７０

１２０

１４０

１４０

１７０

１２０

１４０

１４０

１７０

１２０

１４０

１１０～１４０

１４０～１７０

１００～１２０

１２０～１４０

１１０～１４０

１４０～１７０

１００～１２０

１２０～１４０

１１０～１４０

１４０～１７０

１００～１２０

１２０～１４０

１１０～１４０

１４０～１７０

１００～１２０

１２０～１４０

１１０～１４０

１４０～１７０

１００～１２０

１２０～１４０

５０

６５

８０

１００

８０

１００

１００

１２５

１００

１２５

５台ロータリー

６台ロータリー

口径（ｍｍ）

（　）は、バリエーション４６（減台なし）仕様
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　（２）制御盤をご確認ください。

１０．７　通常運転

　（１）バルブ類の開閉をご確認ください。

　（３）試運転完了後ポンプ、モータ、アキュムレータなどの水滴を乾いた布

　　　　できれいに拭き取ってください。

→開

　　　　②推定末端揚程も設定揚程と同様に調整してください。

・「Ｐ．２」表示の状態で、「切換」ボタンを押して、「ｈ．＿＿」を表示。

・＿＿の数字を「△または▽」ボタンを押して揚程調整を実施。

・「切換」ボタンを押して調整終了。

　（２）＜表－２＞の設定揚程調整範囲内は、標準品にて揚程調整可能です。

　（３）「設定揚程＞推定末端揚程」の場合は、推定末端圧一定制御運転を行いますが、「設定揚程≦推定

　　　　末端揚程」の場合は、設定揚程における吐出圧一定制御となりますので、ご注意ください。

　　　　「設定揚程＜推定末端揚程」の場合は、設定ミスの警報として、運転ランプが点滅します。

　（４）自動運転時の設定揚程、推定末端圧揚程を変更した場合は水量を調整し、ポンプが停止することを

　　　　確認してください。上記作業を行わないと自動運転が不安定になる恐れがあります。

Ｎｏ．１ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

Ｎｏ．２ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

Ｎｏ．３ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

Ｎｏ．４ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

Ｎｏ．５ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

Ｎｏ．６ポンプセレクトスイッチ　　→　「自動」

流入電動弁セレクトスイッチ　　　　→　「自動」

受水槽セレクトスイッチ     →　「使用受水槽Ｎｏ」

試験用配管のスルース弁、圧力計のボール弁

ユニット吸込口、および吐出し口のスルース弁

ユニット内ボール弁

アキュムレータ、および圧力発信器のボール弁

→閉

　　　　①アキュムレータのボール弁を閉じてください。

　　　　②アキュムレータ下部の排水弁を開き、水を抜いてください。

　　　　③下記圧力に調整します。

　　　　④排水弁を閉じ、ボール弁を開いてください。
※６ヶ月点検を実施した際に封入圧力が不足している場合は、自動車用タイヤ空気入れやコン
　プレッサ等にて空気補充が必要となりますので、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所にお
　問い合わせください。

　（５）アキュムレータ封入圧の調整

　　　　このユニットは、工場出荷時に封入圧を設定しておりますが、現場にて設定揚程、推定末端揚程

　　　　を調整した場合には再調整が必要です。下記要領に従い、再調整をしてください。

－０.０９８
１.２５

始動揚程（ｍ）　×　０.００９８　　＋　０.０９８( )
ガス封入圧（ＭＰａ）　＝
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警　告
１１　保守・点検

動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止し
て電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼してく
ださい。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏水など
の原因になります。
修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が
あると、故障・破損・感電・火災の原因になります。
点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐
れがあります。
機器を移動し再設置する場合は、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
据付に不備があると、漏電・感電・火災、漏水などの原因になります。
アキュムレｰタの封入ガス圧力が低下している場合、空気または窒素ガスを封入してくださ
い。ポンプがチャタリングを起こし故障の原因になります。
アキュムレータに水素ガスなどの爆発性ガスを封入しないでください。爆発する恐れがあ
ります。
制御盤・インバータなどの電気部品の点検・交換時には、電源遮断後１０分以上経過した
後にテスターなどで無電圧になっていることを確認してから行ってください。感電やけが
の恐れがあります。
モータの絶縁抵抗値が１ＭΩ以下に低下した場合、すぐにご購入先もしくは最寄りの弊社
営業所に連絡してください。モータが焼損したり、感電や火災を起こす恐れがあります。
修理の際は当社純正部品を使用ください。純正部品以外を使用された場合、故障及び事故
の原因になります。また、正常な機能を発揮できない恐れがあります。
濡れた手で電源や操作スイッチなどをさわらないでください。感電やけがをする原因にな
ります。
電源投入前に配線接続部・結線部が緩んだり外れたりしていないか、確認してください。
一箇所でも緩んだり外れたりしていると、火災・感電の原因になります。

注　意

ご使用環境に応じた期間で補修塗装を実施してください。ネジ部、防錆剤を塗布した加工
部、錆止め塗装部などは、高湿度・結露・被水などのご使用環境で発錆し、思わぬ被害の
恐れがあります。
冬期に使用しない場合は、電源を切りポンプ及び配管内の水を抜いてください。ポンプ内
や配管内に水が入ったまま放置するとポンプが凍結破損する恐れがあります。
分解・点検時には内部の圧力がゼロであることを確認してください。水が噴き出し事故や
けがをする恐れがあります｡
絶縁抵抗測定は電源電圧に合った絶縁抵抗計※をご使用ください。制御基板等が破損する
恐れがあります。
※２００Ⅴ機種は２５０Ⅴ以下、４００Ⅴ機種は５００Ⅴ以下の絶縁抵抗計をご使用くだ
さい。
ポンプが高温の場合はプラグ（呼び水口）を取り外さないでください。熱湯が噴出し、火
傷をする恐れがあります。
長期間保管後や休止後の運転再開時には「据付」「運転」の順に従い、試運転を実施して
ください。水質や経年などによっては、異物・発錆及び固着などによるポンプの拘束、モー
タ焼損、落水などによる空運転等の不具合が発生する恐れがあります。
長期間使用にならない場合は、ポンプ及び配管内の水を抜いてください。滞留水が腐敗し、
雑菌が繁殖する恐れがあります。
長期間安心して使用頂くために定期点検と日常点検両方の実施をお勧めいたします。点検
を怠ると、ポンプの故障、事故などの原因になります。定期点検についてはご購入先、も
しくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
定期的に保護継電器の動作確認を行ってください。事故時に正常動作せず、感電や故障の
恐れがあります。
消耗品は定期的に交換を行ってください。劣化・摩耗したまま使用になると、水漏れや焼
付き・破損などの事故の原因になります。定期点検、部品交換などは、ご購入先もしくは
最寄りの弊社営業所に依頼してください。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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１ＭΩ以上

（注２）

結露がないこと

接点の変色等の異常がないこと

動作（定圧性）が不確実でないこと

項　目 確　認　事　項

モータ

アキュムレータ

制御盤

圧力発信器

判　定　基　準

絶縁抵抗　　（注１）

封入ガス圧力

盤内の結露

リレー類

動　作

１１．２　６ヶ月点検　　　　　　　　　　　　＜表－４＞

　（注１）モータの絶縁抵抗測定はケーブルを外して測定するか、２５０Ｖ以下の絶縁抵抗計をご使用くださ
　　　　　い。制御盤に２５０Ｖを超える絶縁抵抗計を使用すると測定できません。
　（注２）アキュムレータ内部の水を抜いて測定してください。封入圧力が不足している場合は、空気を補充
　　　　　し銘板記載値にしてください。

ポンプ

モータ

ユニット

滴下しないこと

周囲温度＋７０℃以下

運転音・振動が初期より変化のないこと

設定揚程値より大きく変化のないこと

銘板電流値以下

定格電圧の±１０％以内

各部より漏水のないこと

メカニカルシールの水漏れ

外被温度

玉軸受

吐出し揚程

電　流

電　圧

水漏れ

判　定　基　準確　認　事　項項　目

１１．１　日常点検　　　　　　　　　　　　　＜表－３＞

　　　異常を早く発見するには、日々の変化を知ることが大切です。そのためにも運転日誌を付けられること
　　をお勧めします。

圧力計・連成計などを使用の際は、測定時以外はコックを閉じてください。常時開けてお
くと圧力計・連成計などが故障する原因になります。
モータの絶縁抵抗試験を行うときは配線を制御盤から外し、絶縁抵抗計により接地端子と
モータの各配線間を測定してください。配線を繋げたままで絶縁抵抗試験を行うと制御部
品が故障する原因になります。
点検は点検項目に従って必ずおこなってください。故障を未然に防止できず、事故につな
がる恐れがあります。
圧力スイッチや圧力センサ、フロートスイッチなどは、定期的に点検してください。故障
するとポンプが停止しなくなり、内圧上昇し、故障、破損する恐れがあります。
電極棒や圧力スイッチなどは、絶縁抵抗測定をしないでください。故障の原因になります。

●

●

●

●

●
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外部割込

圧力発信器異常

吐出し圧力低下

制御基板異常

温度制限

満水

減水

渇水

インバータ通信異常

過電流（加速中）

過電流（一定速中）

過電流（減速中）

過電圧（加速中）

過電圧（一定速中）

過電圧（減速中）

過負荷（インバータ）

過負荷（モータ）

冷却フィン過熱

瞬時停電

不足電圧

入力欠相

出力欠相

メモリエラー

ＣＰＵエラー

過電流保護（ストール防止）

過電圧保護（ストール防止）

ＦＯＰ

ＰＥｄ

ＨｄＬ

ＣＰＥ

ＯＨ２

ＨＬ

ＬＬ２

ＬＬ１

Ｅｒｒ．

Ｅ．ＯＣ１

Ｅ．ＯＣ２

Ｅ．ＯＣ３

Ｅ．Ｏｖ１

Ｅ．Ｏｖ２

Ｅ．Ｏｖ３

Ｅ．ＴＨＴ

Ｅ．ＴＨＭ

Ｅ．ＦＩＮ

Ｅ．ＩＰＦ

Ｅ．ＵｖＴ

Ｅ．ＩＬＦ

Ｅ．ＬＦ

Ｅ．ＰＥ

Ｅ．ＣＰＵ

ＯＬ

ｏＬ

分類 ７セグメントモニタ表示

ユニット

保護

内　　容

１１．４　故障警報一覧

液面異常

インバータ

保護

―

１年

部　品　名 交換時期の目安

Ｏリング（パッキン） 分解・点検時

目視できるほど漏洩するときメカニカルシール

状　態　の　目　安

　　　下表の部品は消耗部品です。交換時期及び状態の目安を参考にして交換してください。
　　　下表以外の電気機器は日本電機工業会発行「汎用電気機器更新のおすすめ」を参考にして交換してく
　　　ださい。

１１．３　消耗部品

玉軸受 ３年（注１）

動作が不確実なとき流量センサー

３～５年

３年

５年

ポンプの停止時間が著しく短くなったとき

軸受が過熱したり、異音・異常振動が発生するとき

アキュムレータ

３年

チェック弁

電装品

７～８年 動作が不確実なとき

各運転の動作が不確実なとき

インバータ

３年ファン 異音が発生したり、ファンが回らないとき

弁の動作に不具合が生じたとき

圧力発信器 ５年 圧力の設定が不確実なとき

　　　（注１）３年または１２，０００時間のどちらか早い時期で交換してください。

　　　　　　※表中の交換時期の目安は期間内の正常な動作を保証するものではありません。

　　　　　　　ご使用状況によっては交換時期が早まる場合がございますのでご注意ください。
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Ｅ．ＦＩＮ

ファン加熱

＜運転＞
ランプ消灯

＜渇水＞
ランプ点灯

受水槽の　
液面水位を
確認

故障診断フローシート（主な故障内容を記載）

揚水不能

制御盤表示パネルのランプ確認

＜故障＞
ランプ点灯

＜電源＞
ランプ消灯

インバータ表示を確認

Ｅ．ＯＶ１～３ ＯＨ２ＨｄＬ
Ｅ．ＴＨＭ
Ｅ．ＴＨＴ

過電圧 温度異常過負荷保護 圧力低下
異常

電源の確認
停電
ブレーカー
ＯＦＦ状態

制御パネル
スイッチの
位置を確認

電源電圧の
異常回生過
電圧の発生

ポンプ、
配管に
空気が混入

制御盤冷却
ファンの故
障周囲温度
の上昇

№１～№６ポンプの切替スイッチを「停止」にした上で表示部のリセットボタンを押してください。

次に各切替スイッチを「自動」にするとポンプは運転を再開します。

インペラの
あたり
ゴミ詰まり

Ｅ．ＯＣ１～３

インペラの
ロック
モータの
短絡・地絡

瞬時過電流
保護始動時
地絡

コネクタ
ＰＳ１の
接触確認
圧力発信器
の故障

吐出し側
圧力発信器
異常

ＰＥｄ

インバータの
冷却ファンが
過熱

制御基板の表示を確認

動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止
して電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼し
てください。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏
水などの原因になります。
点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの
恐れがあります。
修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備
があると、故障・破損・感電・火災の原因になります。

１２．１　故障表示一覧

　　　故障時には制御基板上表示パネルにて故障内容をデジタル表示します。また，故障来歴の内容、

　　　表示については＜図－１１＞、１１．４項を参照してください。
注１）故障リセットは、故障原因を取り除いてからリセットボタンを押してください。

警　告

１２　故障の原因と対策

●

●

●



検査合格証 検査
責任者　川本製作所株式

会社

検

査

本　　社　〒４６０－８６５０　名古屋市中区大須４－１１－３９　
　　　　　　０５２－２５１－７１７１（代）
岡崎工場　〒４４４－８５３０　岡崎市橋目町御領田１　　
　　　　　　０５６４－３１－４１９１（代）

https://www.kawamoto.co.jp

１２．２　故障の原因と対策
　　　異常を発見したら、下記の表に従って速やかに対処してください。
　　　対処後も異常がある場合は、ご購入先もしくは弊社最寄りの営業所にご相談ください。

※ポンプが始動・停止する際に、メカ鳴き（“キュッ”という音がする）することがありますが、異
　常ではありません。
※故障には予想外なことがありますが、異常を発見したら速やかに対策することが大切です。
※故障の原因が分からないときは、ご購入先もしくは弊社最寄りの営業所にご連絡ください。ご連
　絡の際は、製品の形式、製造番号、故障（異常）の状況をお知らせください。
※弊社営業所については、貼付の「事業所一覧表」をご参照ください。

　故障には予想外なことがありますが、異常を発見したら速やかに対策することが大切です。

故障の原因が分からないときは、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所にご連絡ください。

ご連絡の際は、ポンプの形式、製造番号、故障（異常）の状況をお知らせください。

<運転>ランプ点滅

　

再始動不能

停止不能
　

Ｐ．１設定揚程、Ｐ．２推定末端

揚程と異なる推末運転をする
　

停止時間が短い

断続運転繰返し
　

電源表示灯が点灯しない

モータが回転しない

モータは回転するが水が

出ない、もしくは水は出るが

圧力が上がらない
　

ポンプが停止しない

水を使用しないのに運転する
　

自動運転をしない

ロータリー運転をしない

増台運転をしない
　

始動・停止回数が多すぎる

　

圧力が一定にならない

設定変更：Ｐ．１設定揚程≧Ｐ．２推定末端圧揚程

冷却ファンの点検、又は新部品と交換

周囲温度の低減

コネクタＰＳ１の接触確認、

圧力発信器の点検、又は新部品と交換

圧力発信器の点検・交換、設定揚程の再調整

又はボール弁→「開」

運転側の流量センサーを外し、動作確認

非常手動運転スイッチを「ＯＦＦ」にする
　

圧力発信器の点検・交換、設定揚程の再調整
　

アキュムレータにガスを補充する

又は新部品と交換

流量センサーの動作チェック

又は新部品と交換
　

漏電しゃ断器を「ＯＮ」にする
　

受水槽に水を補給する

スルース弁を開ける

呼び水を行う（ポンプ内を満水にする）

切替スイッチを「自動」にする 

点検、修理する

非常手動運転スイッチを「ＯＦＦ」にする

切替スイッチを「自動」にする

切替スイッチを「自動」にする

切替スイッチを「自動」にする

アキュムレータにガスを補充する

又はアキュムレータを交換する

ボール弁を開く

圧力発信器を交換する

圧力設定：Ｐ．１設定揚程＜Ｐ．２推定末端圧揚程

冷却ファンの故障、周囲温度の上昇による

温度制限保護運転
　

圧力発信器異常の故障によるバックアップ運転
　

圧力発信器の差し込み不良、又は部品不良

又はボール弁→「閉」

流量センサーの部品不良（ＯＮ状態）

非常手動運転スイッチが「ＯＮ」となっている

圧力発信器の故障、少水量停止の未実施

Ｐ．１設定揚程、Ｐ．２推定末端揚程の誤設定
　

アキュムレータ封入圧の低下、又は破損

流量センサーの差し込み不良、又は部品不良

漏電しゃ断器が「ＯＦＦ」となっている
　

受水槽が渇水になっている（手動時）

スルース弁が閉じている、半開である

ポンプの中が満水でない

切替スイッチが「手動」になっている

配管より水が漏れている

非常手動運転スイッチが「ＯＮ」となっている

切替スイッチが「手動」になっている

切替スイッチが「手動」になっている

切替スイッチが「手動」になっている
　

アキュムレータ封入圧の低下、又は破損
　

圧力発信器のボール弁が閉じている

圧力発信器の故障

対　　策原　　因現　　象

自
動
運
転
時

自
動
運
転
不
能

共　
　

通


